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評
価
（
ア
セ
ス
）
結
果
や
環
境
評

価
の
補
足
デ
ー
タ
な
ど
を
全
て
公

開
し
、
沿
線
住
民
や
市
民
に
対
し

て
、
施
工
主
が
説
明
責
任
を
果
た

す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

今
後
も
事
業
進
捗
の
際
に
は
、

事
前
に
沿
線
住
民
や
市
民
へ
の
積

極
的
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
よ

う
国
や
京
都
府
に
求
め
て
い
き
ま

す
。こ

の
説
明
会
で
配
布
さ
れ
た
予

備
設
計
の
平
面
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
資
料
は
、
市
役
所
の
建
設
部

広
域
道
路
課
で
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

京
都
第
二
外
環
状
道
路
Ｂ
区
間

に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
質
問
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

京
都
第
二
外
環
状
道
路
Ｂ
区
間

（
大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
〜
大
枝
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
））
の
内
、
長
岡
京
市
内

を
通
る
延
長
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
部
分
の
予
備
設
計
が
完
了
し
、

沿
線
七
地
域
と
全
市
民
を
対
象
に

し
た
長
岡
京
市
域
設
計
説
明
会
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
設
計
説
明
会
で
出
さ
れ
た

質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
施
工
主

で
あ
る
国
土
交
通
省
と
日
本
道
路

公
団
で
ま
と
め
ら
れ
、
八
月
ま
で

に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
広
報
さ
れ
る

予
定
で
す
。

六
月
二
十
三
日
（
水
）
に
行
わ

れ
た
第
二
外
環
状
道
路
対
策
特
別

委
員
会
で
、
私
は
、
設
計
説
明
会

で
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
環
境
影
響

7／11（日）に行われた参議院選挙で福山哲郎氏が当選されました。

開票結果（投票率54.60％） 定数２
当　484,297 福　山　哲　郎（民主・現）
当　358,512 二之湯　さとし（自民・新）

263,548 西　山　とき子（共産・現）

また、比例区では電機連合公認の加藤としゆき氏が当選されま
した。これからも福山議員、加藤議員と連携しながら、「進藤ひろ
ゆき」は活動を推進してまいります。

参議院議員選挙結果（京都選挙区）

国土交通省／日本道路公団作成のパンフレットより

市政相談ありがとうございました！市政相談 分野別件数 総件数259件（平成15年度）

昨年度は、地下水原水の検査結果虚偽報告事件にともない、

分野別で分類すると「上下水道」の相談が35件でトップでした。

次いで、京都第二外環状道路Ｂ区間の進捗状況など「土木」

で33件、学校施設の安全確保や学校間較差についてなど「教育」

で24件、通学路や生活道路の安全確保など「交通安全」で21件、

JR長岡京駅西口再開発の進捗状況など「建設」で17件の相談を

それぞれいただきました。

皆さまからいただきました相談は、“これからも「ずっと住

み続けていきたい」長岡京市”を実現するべく、一般質問や常

任委員会、予算・決算特別委員会での質疑に活かしてまいりま

す。

どんなことでも結構ですので、市政に関する相談をお待ちし

ています。

今後ともよろしくお願いいたします。
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と
り
く
ず
し
が
三
・
四
億
円
減
額
さ

れ
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
金
額
は

二
十
三
・
七
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

各
議
案
や
他
の
議
案
に
つ
い
て
の

ご
質
問
、ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
議
会
で
は
、
大
き
く
二
項
目

に
つ
い
て
合
計
九
点
の
質
問
を
行

い
、
市
長
・
企
画
部
長
に
答
弁
を
求

め
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
答
弁
を
簡
単
に
ま
と

め
ま
し
た
（
質
問
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

①
退
職
時
特
別
昇
給
の

廃
止
に
つ
い
て

質
問「
総
務
省
の
通
知
に
基
づ
き
、

退
職
時
特
別
昇
給
の
廃
止
に
つ
い
て

京
都
府
か
ら
何
ら
か
の
通
知
は
あ
っ

た
か
？
」

答
弁
「
退
職
時
特
別
昇
給
に
つ
い

て
“適
切
な
対
応
を
お
願
い
す
る
”

と
の
通
知
が
あ
っ
た
」

質
問
「
国
家
公
務
員
の
退
職
時
特

別
昇
給
は
既
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
市

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
？
」

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
手
続
を

定
め
る
も
の
で
す
。

第
四
十
二
号
議
案

平
成
十
五
年
度
の
長
岡
京
市
の
水

道
事
業
会
計
決
算
は
、
左
表
の
金
額

に
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
以
来
、
四
年
連
続

の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

地
下
水
と
京
都
府
営
水
の
二
元
水

源
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
後
世
に
貴
重
な
地
下
水
を
残
し

て
い
く
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
し
た

論
議
が
必
要
で
す
。

第
四
十
三
号
議
案

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
の
補

正
予
算
で
す
。

こ
の
補
正
で
、
財
政
調
整
基
金
の

平
成
十
六
年
第
二
回
議
会
定
例
会

が
、
六
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
二
十

五
日
（
金
）
の
十
五
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

第
三
十
八
号
議
案

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
削

減
を
目
的
と
し
て
、
今
ま
で
地
方
自

治
体
の
出
資
法
人
や
公
共
的
団
体
に

限
定
さ
れ
て
い
た
、
市
が
設
置
す
る

公
の
施
設
（
市
民
ホ
ー
ル
や
産
業
文

化
会
館
な
ど
）の
管
理
を
、地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
ま

で
広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
体
が
そ

答
弁
「
国
準
拠
を
基
本
と
し
て
給

与
体
系
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
退
職
時
特
別
昇
給
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
」

【
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】

京
都
府
内
の
市
の
中
で
い
ち
早
く

廃
止
へ
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お

り
、
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
「
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
が
平
成
二
十
三
年
に
終
了
す
る
こ

と
を
含
め
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
に
つ
い
て
、
市
民
に
も
っ
と
周
知

を
す
る
べ
き
で
は
？
」

答
弁
「
総
務
省
か
ら
広
報
等
の
協

力
依
頼
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
対
応
し

た
い
」

質
問
「
Ｊ
Ｒ
西
口
再
開
発
の
電
波

障
害
対
策
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
は
視
聴
で
き
る
の
か
？

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
波
の
特
性
に
よ

り
新
た
な
対
策
世
帯
が
発
生
し
た
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
？
」

答
弁
「
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
受

像
機
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
れ
ば

無
償
で
視
聴
で
き
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
電
波

障
害
区
域
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
現

行
の
範
囲
で
対
応
で
き
る
と
考
え
る

が
、
も
し
発
生
し
た
場
合
は
企
画
部

を
窓
口
と
し
対
応
す
る
」

質
問
「
国
の
政
策
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
し

て
は
、
地
形
に
よ
る
難
視
は
総
務
部
、

高
層
建
築
に
よ
る
電
波
障
害
は
建
築

部
と
い
っ
た
部
署
別
の
対
応
で
は
な

く
、
全
庁
的
な
対
応
が
必
要
で
は
？
」

答
弁
「
総
務
省
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、
本
市
と
し
て
の
対
応
方
針
を
検

討
し
て
い
き
た
い
」

【
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
課
題

と
し
て
全
庁
的
な
も
の
と
す
る
よ

う
求
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
、
オ

リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と

の
合
併
を
協
議
し
、
オ
ー
ナ
ー
会

議
に
て
、
基
本
的
に
了
承
さ
れ
た

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
の
頃
か
ら
プ
ロ
野
球
は
十
二

球
団
が
「
当
た
り
前
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
に
、
合
併
に
よ
り
チ
ー

ム
数
が
減
る
こ
と
に
対
し
大
き
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

合
併
問
題
の
賛
否
は
別
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
、「
当
た
り
前
」

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
「
変
化
」

し
て
い
く
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
Ｙ
・
Ｍ
）

第38号議案　長岡京市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する

条例の制定について

第42号議案　平成15年度長岡京市水道事業会計決算の認定について

第43号議案　平成16年度長岡京市一般会計補正予算（第２号）

請願は１件で継続審議となりました。

この議会で採決された議案は10件、承認を求める報告は7件で
すべて可決・認定・承認されました（以下主な議案です）。

4月
8日 長岡京市訪中友好代表団結団式
24日 平成16年度第１回後援会代表幹事会

5月
1日 第75回連合京都乙訓地域メーデー
13日 朝の街頭演説　阪急長岡天神駅東口
14日 朝の街頭演説　ＪＲ長岡京駅西口

／泉ケンタの船出を祝う会
15日 長岡京市民懇話会　第2回地域フォーラム

19、20日 総務産業常任委員会行政視察（市川市・多摩市）
27日 三位一体改革推進　列島縦断シンポジウムin京都
30日 第2回　長岡京市民懇話会杯グラウンドゴルフ大会

6月
2日 平成16年度京都南部都市広域行政圏推進協議会審議会
6日 署団合同水防訓練

11～25日 平成16年第2回議会定例会
26日 長岡第九小　夏季校区大会（ドッジボール大会）

7月
2日 幼年消防クラブの集い
3日 小畑川クリーン作戦
4日 あじさいまつり

進藤ひろゆきの主な活動記録
（期間：平成16年4月8日～7月11日）

☆
一
般
質
問
☆

平成15年度水道事業会計決算

・収益的収入および支出
収入　25.8億円 （前年比　99.2％）
支出　26.1億円 （前年比　99.6％）
赤字の未処理欠損金は、次年度へ持ち越し

・資本的収支および支出
収入 1.8億円 （前年比　46.2％）
支出 5.2億円 （前年比　75.4％）
不足額は、損益勘定留保資金などで補てん


